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春、新たなスタート 

校長 染谷富美恵 

躍動する新しい始まりの季節の訪れです。令和という新たな時代の幕開けも間近です。 

ご入学、ご進級おめでとうございます。新しい仲間を迎え、平成 31年度が無事にスタート

できたことを嬉しく思います。 

４月は「節目」のときです。新たな教職員を迎え、新学期の準備が慌ただしく始まりまし

た。同じメンバーでも立場や担当が変わり、新しいスタートとなります。生徒にとっても、

教職員にとっても、これまでの自分から新しい自分に「リセット」「リスタート」できるチ

ャンスです。この機会をとらえて、無理なく新たな可能性の扉が開けるよう、保護者の皆様

と協力して支援していきたいと思っています。 

４月５日（金）の着任式、始業式、入学式。８日（月）の離任式、対面式。９日（火）の

学年集会。10 日（水）の第１回避難訓練。11 日（火）の身体計測。そして授業。息つく

間もない一週間でしたが、生徒は落ち着いた雰囲気で臨んでいて立派でした。３年生、２年

生が下級生に手本を示している姿を見て、頼もしさを感じました。 

２年後には新学習指導要領完全実施となります。もえぎ野中学校でも新たな教育課程編成

に向けて、行事の整理や見直し等に取り組んでいます。最上級生となった３年生を中心に、

まさに新たな歴史を刻み始める年です。一人ひとりの生徒が自分らしさを発揮し、力を蓄え、

仲間とともに充実した学校生活が送れるよう、地域の中の学校として、保護者の皆様、地域

の皆様とともに頑張ってまいります。 

集団生活では様々な摩擦やトラブルもありますが、その都度知恵を出し合って対処法、解

決法を考え、多様性と変化に富んだこの時代に必要な問題解決能力を高めていけるよう、保

護者の皆様と連携したいと思っております。 

保護者の皆様と教職員は、子どもの成長を願う大事なパートナーです。とかく現代社会は

寛容性が弱く、他に責任を押し付ける傾向があるとも言われますが、対話を大事にして状況

下で最善を尽くし、よりよい集団づくり、よりよい生き方を目指してまいります。 

先日の授業参観、学級懇談会に、多数の保護者の方が来校して下さいました。ご多用の中、

ありがとうございました。保護者の皆様、教職員それぞれに、できることとできないことが

ありますが、「子どものために」を合言葉に、いいことも悪いことも、お互いに心を開いて

話せる関係を築いてまいりましょう。本年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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